
 

24週目：生きた水、光と命をもたらすイエス 

イエスの生涯に対する私たちの関心が少しずつ高まるこ

とによって、これからどのような生き方で自分の人生を送る

か、少なくともその方向性が心の中に明らかに見えるように

なるでしょう。 

今週、ヨハネ福音書の中の「井戸でイエスと出会ったサマ

リアの女」（4:1-42）、「生まれつきの盲人をいやすイエス」

（9:1-40）、「イエスの友人であるラザロ」（11:1-44）のシ

ーンを中心にして、黙想していきます。この３つの出来事は

イエスのところに集まってきた人々と彼との関係の意味を表

す場面です。同様に、現在に至るまで私たちもどのようにイ

エスと関係をとってきたか、その３つの出来事を通して、そ

の関係を見ていきます。 

この３つの出来事を丁寧に黙想して、イエスはどのような形で「神のこと」に対す

る関心を人々の心の中に引き起こすか、人々と相互関係を保ちながら、イエスご自身は

どのような感情で人々の反応を受けとめられるのか、それをもゆっくり味わいます。ヨ

ハネ福音書で現れてくる人々の熱心さ、反応、テンション、心の変化、又は誤解等を想

像しながら、人々の日々の生活に入ってきたイエスの存在は彼らの人生にとってどのよ

うな意味を持っていたでしょうか。同様に、イエスとの出会は私たちの人生にどのよう

な意味を与えてくれるかを見ていきます。 

サマリアの女の出来事、生まれつきの盲人の出来事とラザロの出来事から、新たに

生きるためのエネルギーを得られるように、その恵みを願います。この３つの出来事は

少なくとも霊操の旅を歩む私たちが、人間であるイエスの姿にもっと親密に触れること

ができ、イエスと出会ってよかったなという喜びと励みの恵みを感じさせてくれる場面

です。 

その恵みは、長い間井戸の側にいる私たちの渇きをいやしてくれるものです。私た

ちは神の愛への渇きを感じる時に、一滴のいやしの水によってのどの渇きがいやされた

体験をすると、常にその水を求めるようになるでしょう。さらに、イエスご自身が私た

ちの人生にも現れ、彼と出会ったそのことは何よりも私たちの永遠の渇きをいやしてく

ださいます。その喜びと満たされた心をすべての人々にも伝えるようにと私たちのミッ

ションがあります。 

その恵みは、長い間見えなかった私たちの目を開いてくれるものです。イエスと出

会ってから、人生は新たになり、もっと生き生きしたものとなったことを多くの人々に

も伝えたくなるのですが、その喜びの話しを聞き逃す人々もいるかもしれません。しか

し、人々からの拒否反応が私たちに向かってあるとしても、心の目を開いてくれたイエ

スは何よりもこれからの私たちの人生の灯火であると信じ、それに感謝します。 



その恵みは、死に対する恐れから新たな理解に導いてくれるものです。その新たな

理解とは私たちの「死」の出来事は「生」の出来事と同じように、神の栄光と御名を賛

美するために意味を持つということです。イエスは「ラザロ、出て来なさい」と大声で

叫ばれた時、そのパワーと力は死に対する恐れや不安を人々から取り除き、「生きる力」

をもたらす神を信じるようにと彼らを導きます。同様に、その力は現在に至るまで私た

ちを生かしています。 

今週の霊操で、イエスの愛によって生かされることに感謝し、ますますイエスの生き方

に従う決意が高まるように、その恵みを願ってください。 

 

祈りの要点 

*恵み： イエスの愛をもっと深く知る恵みを願います。イエスの愛に対して、愛で応え
ることができるように。 

第1～2日（選びの確認） 

 20週目の霊操で祈った改善・選びのポイントをもう一度思い起こして祈ってみる。 
 それはわたしにとって、本当に大切なことかどうか。そうであるならば、神にその
決断を捧げてみる。 

 その選びについて、神はどのように感じておられるだろうか。 

第3～4日（ベタニアでの香油、マルコ14:3-9） 

 このマリアのように、わたしもイエスに香油を塗り、髪の毛でぬぐってみる。 
 わたしがイエスに捧げる高価な香油は何か。それをどのようにイエスに捧げるか。 
 真にイエスに従っていくため、イエスの葬り（十字架）にあずかっていくため。 

第5～6日（エルサレム入城、ヨハネ12:12-26） 

 ロバに乗ってエルサレムに入られるイエスの姿を見る。平和をもたらすため、柔和
と謙遜に満ちた真の王として。 

 しかしそれは、十字架に向かう最後の道程である。イエスのその決意を思い、先週
の自分の決意を思い起こす。 

 一粒の麦のたとえ（24-26節）を、イエスに当てはめて、また自分に当てはめて味
わってみる。 

第7日（反復） 

 20週目の霊操での決意を確認する意味で、イエスの愛をもう一度味わいなおす。 
 そして、イエスと心と心で話し合う。自分の決意について、また十字架に向かうイ
エスの気持ちについて。 

ポイント 

 自分の決心を確認する意味で、祈ってみよう。 
 特に、何も決められなかったならば、今週の黙想で何かを決めてみよう。 



他の聖書箇所 

 ヨハネ11:1-54、マルコ11:15-19 


